
2

宅地及び宅地見込地であって建築物が連担し，又

は連担すると見込まれる所にある場合。

荷 重 条 件

表-9.3.7 宅地荷重

当該土地について地権者の建築計画がある等，宅

地見込地に準じる現況農地林地であって建築物が

連担する見込みがない場合。

宅 地 荷 重 WR

20 kN/m2

15 kN/m2の荷重とし，土かぶり H(m)により 45 ゜

分布で低減させるものとし，式（9.3.19）によるも

のとする。

（b）垂直曲線部

（削除）

サブマージド・ディスクバルブ：最小有効水頭≧2 m，最大水頭＜40 m

15 kN/m2の荷重とし，土かぶり H(cm) により 45ﾟ

分布で低減させるものとし，式（9.3.19）によるも

のとする。

20 kN/m2

宅 地 荷 重 WR

当該土地について地権者の建築計画がある等，宅

地見込地に準じる現況農地林地であって建築物が

連担する見込みがない場合。

表-9.3.7 宅地荷重

荷 重 条 件

宅地及び宅地見込地であって建築物が連担し，又

は連担すると見込まれる所にある場合。

（b）垂直曲線部

水平曲管に使用する場合と同様である。

サブマージド・ディスクバルブ：最小有効水頭≦2 m，最大水頭＜40 m

p.289

表-9.3.7

p.408

12 行目

p.457

下 6 行目

誤 正ページ・行

最小有効水頭

表-7.2.1 ディスクバルブ選定の目安と留意点

項 目 サブマージドタイプフーデッドタイプ

Hr≧2.0 mHr≧2.0mHr≧2.0 m Hr≦2.0 m

フーデッドタイプ サブマージドタイプ項 目

表-7.2.1 ディスクバルブ選定の目安と留意点

最小有効水頭

p.187

表-7.2.1

誤 正ページ・行

土地改良事業設計指針「ファームポンド」（平成 11 年 3 月版）の正誤内容

（平成 25 年 1 月分）




